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問1 1929年を100とした鉱工業生産指数の推移において、アメリカやイギリスなどの国々が1932年にかけて指数を50〜80程度ま
で低下させている時期に、指数を一貫して200近くまで急上昇させていた国の名称と、その当時実施されていた政策の組み合
わせとして正しいものはどれですか。 （2019年　奈良公立入試　類似）

1.  ソ連 ― 五か年計画 2.  アメリカ ― ニューディール政
策

3.  イギリス ― ブロック経済 4.  ドイツ ― ファシズムによる軍
事化

問2 満州事変が起きた当時の中国国民政府の指導者であり、日本の軍事行動を国際連盟に提訴して国際的な解決を図ろうとした人
物は誰ですか。 （2020年　熊本県公立入試　類似）

1.  蔣介石 2.  毛沢東 3.  孫文 4.  袁世凱

問3 1920年代の日本は、第一次世界大戦後の不況に加え、関東大震災の影響により深刻な経済難に陥っていました。このような状
況下で、1927年に多くの銀行が経営破綻や休業に追い込まれ、経済が混乱した出来事を何と呼びますか。 （2023年　愛知公立入試　類似）

1.  金融恐慌 2.  高度経済成長 3.  バブル経済 4.  昭和恐慌

問4 1930年に濱口雄幸内閣が、軍事費の増大を抑え、イギリスなどとの国際協力関係を維持するために調印した、補助艦の保有量
を制限する条約は何か、名称を答えなさい。 （2019年　和歌山公立入試　類似）

1.  ロンドン海軍軍縮条約 2.  ワシントン海軍軍縮条約 3.  ポーツマス条約 4.  ベルサイユ条約

問5 1929年に発生した世界恐慌への対策として、イギリスやフランスなどの広大な植民地を持つ国々が、自国と植民地の間で関税
を低く設定する一方、他国に対しては高い関税を課して他国の商品を排除しようとした経済体制を何といいますか。 （2023年　石川

公立入試　類似）

1.  ブロック経済 2.  自由貿易 3.  プランテーション 4.  工業化

問6 1928年から日本国憲法が施行される1947年までの期間における、日本の経済や社会の状況を説明した文として正しいものを
選択してください。 （2018年　鳥取公立入試　類似）

1.  世界恐慌から始まった経済不況
により農村が疲弊し、こうした国
内の閉塞感を打開する動きの一つ
として、軍部による海外進出が強
まった。

2.  ヨーロッパを主戦場とした大戦
の影響により、アジア市場を独占
した日本は未曾有の好景気を享受
し、重化学工業化が急速に進展し
た。

3.  戦後の復興期において、隣接す
る地域で発生した戦争による物資
調達（特需）が発生し、日本経済
は再び成長軌道に乗った。

4.  高度経済成長の過程で起きた資
源価格の急騰により、物価が激し
く上昇する狂乱物価と呼ばれる現
象が起き、国民生活に混乱を招い
た。

問7 1930年代の中国では、蒋介石がひきいる「中国国民党」と、毛沢東がひきいる「中国共産党」の二勢力が激しく対立していま
した。しかし、日本軍の侵攻が本格化すると、これら二つの勢力は内戦を中断して協力関係を築きました。この、共通の敵で
ある日本に立ち向かうために形成された協力体制を何といいますか。 （2018年　福島県公立入試　類似）

1.  第一次国共合作 2.  抗日民族統一戦線 3.  五・四運動 4.  辛亥革命

問8 1930年代の日本の動向について、五・一五事件の説明として適切なものはどれですか。 （2025年　島根公立入試　類似）

1.  海軍の青年将校らが首相官邸な
どを襲撃し、犬養毅首相を殺害し
た事件である。

2.  陸軍の青年将校らが東京の中心
部を占拠し、斎藤実前首相や高橋
是清蔵相らを殺害した事件であ
る。

3.  ロンドン海軍軍縮条約を結んだ
ことに反対する右翼の青年が、浜
口雄幸首相を駅で狙撃した事件で
ある。

4.  日中戦争の長期化に備え、近衛
文麿首相を中心に強力な政治体制
を築こうとした運動である。

問9 世界恐慌後の経済状況において、イギリスやフランスが形成したブロック経済が、当時「持たざる国」と呼ばれた日本、ドイ
ツ、イタリアに与えた影響と、その後の動向について述べた文として正しいものはどれですか。 （2019年　長崎県公立入試　類似）

1.  ブロック経済によって輸出先を
失い、経済が困窮したため、軍事
力による領土の拡大を目指して侵
略政策を強めるようになった。

2.  ブロック経済の成功をモデルと
して、自国を中心とした平和的な
経済協力機構の設立を最優先する
ようになった。

3.  アメリカと密接に連携し、資源
の輸入を確保するために国際連合
を中心とした自由貿易圏の維持に
努めた。

4.  自国内の資源だけで経済を維持
できる体制が整っていたため、欧
州のブロック経済の影響をほとん
ど受けなかった。


